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当院の位置と医療圏2



病院の概要

◇住所︓東松⼭市⼤字松⼭２３９２番地

◇交通︓東武東上線東松⼭駅下⾞
国際⼗王交通バス「熊⾕駅⾏き」
「市⺠病院前」下⾞ 徒歩３分
川越観光バス「マイタウン循環」
「市⺠病院東」下⾞ 徒歩２分

◇種別︓⼀般急性期病院
⼆次救急医療機関
救急告示病院
第⼆種感染症指定医療機関
災害時連携病院
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◇病床数︓１５２床（令和５年度より増床︕）
⼀般病床︓１４６床 感染症病床︓６床

◇⼊院基本料 ︓急性期⼀般⼊院料１

◇標榜診療科︓１２科
内科※

外科※

整形外科※

泌尿器科※

脳外科※

皮膚科※

⽿⿐咽喉科
小児科
眼科※

リハビリテーション科
放射線科
麻酔科
※は常勤医師が在籍している診療科
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・平成28年4⽉南館竣⼯（旧本館建て替え）
・平成30年3⽉駐⾞場整備完了
・令和元年度〜令和３年度 本館設備配管等改修⼯事実施
・令和５年度 感染症病床、受変電設備 改修⼯事実施
※病院⻄側隣地（約10,000㎡）を駐⾞場⽤地として購⼊⼿続き中

南館︓外来部⾨・健
診センター・医局・
管理部⾨など

本館︓病棟・オペ
室・検査部⾨・医事
部⾨、厨房など
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施設・設備
◎主な⾼度医療機器

・ＭＲＩ（1.5テスラ）更新【Ｈ24.11 】
・マルチスライスＣＴ（64列）更新【Ｒ3.9】
・⾎管撮影装置更新（バイプレーン型）【Ｒ5.3 】

◎院内情報システム
・医事コン更新・オーダリングシステム導⼊【Ｈ23.9 】
・医⽤画像管理システム（PACS,RIS等）導⼊【Ｈ24.12 】
・電子カルテシステム導⼊【Ｈ25.12 】
・院内情報システム（電カル・オーダリング等）更新【Ｈ31.1 】
・医⽤画像管理システム（PACS,RIS等）更新【Ｒ2.1 】

◎院内施設
・売店
・キャッシュコーナー
・薬局は院外処方
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５Ａ病棟（本館５F）
５Ａ病棟︓⼀般４９床（GICU６床含む）、感染症病床６床
・内科、脳神経外科の混合病棟です。
・GICUは重症患者・脳梗塞カテ治療後等の夜間⼊院を受け⼊れています。
・感染症病床はR5年度にリニューアルし、4床から6床に増床しました。
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４Ａ病棟（本館４F）
４Ａ病棟︓４８床

・整形外科、眼科、リハビリテーション科がある病棟です。
・整形外科は⼿術件数も多く、「⽣涯現役、最期まで歩くこと」を理念

に取り組んでいます。
・患者さんの年齢や家庭環境を考慮

し、退院後に視点をおいた看護や
リハビリテーションに取り組んで
います。

・眼科は白内障⼿術の患者さんが
多く⼊院しています。
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３Ａ病棟（本館３F）
３Ａ病棟︓４９床
・内科、外科の混合病棟です。
・300号室には、内科の重症患者や外科の術後患者が⼊室します。
・⼊退院の数が多く、ベッドコントロールが重要です。
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健診室（南館２F）
⼀日人間ドック、脳ドック、併診ドック、
企業健診、特定健診

R4年度年間実績
・人間ドック（脳ドック含む）

…1,571人
・企業健診・特定健診

…4,806人
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患者さん・地域との交流

医師等による健康講座

中学⽣体験実習

ナース・リハビリの退院支援訪問

地域住⺠との災害訓練

クリスマスコンサート
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コロナ禍で多くが中止
になったが、徐々に再
開する動きへ。
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常勤職員数の推移12 （各年度末日現在）

薬剤師検査技師、XP
技師、リハビリス
タッフの増、

医事課⼊院レセ算定
職員直営化等

R5年度︓医局24 医療技術者56 看護師・准看護師91 事務職21 計190名



⼊院患者数の推移13

入院患者数（1日平均）と平均在院日数

R5年度︓⼊院患者数（1日平均） 82.2人 平均在院日数 15.7日



外来患者数の推移14
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救急搬送患者数の推移15

埼⽟県救急医療情報システムより
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⼿術件数の推移16
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経常収支（損益）の推移18
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当院の新型コロナウイルス感染症対応19

1. コロナ専用病棟の開設

・最大17床（感染者急増時体制）
・⼊院患者受⼊数（R2.3〜R5.5） 計424人（実人数）

2. 仮設診療室（発熱外来等）の開設

・接触者外来（保健所依頼）と発熱外来の開設
・PCR検査と抗原検査数（R2.3〜R5.5） 計15,056件

3. 新型コロナワクチンの接種

1〜7回⽬接種回数（R3.3〜R5.12）
・医療従事者
・⾼齢者施設等従事者
・⾼齢者
・基礎疾患保有者
・その他 計34,262回

4. 抗体カクテル療法の実施

・ロナプリーブ（R3.9〜R5.5）
⼊院 35件 外来 17件

・ゼビュディ（R4.1〜R5.5）
⼊院 9件 外来 19件

計80件

市民病院は第二種感染症指定医療機関として、近隣の医療機関と協力しながら新型コロナウイルス感染症の対応に
取り組んできました。



公⽴病院経営強化プラン（令和５〜９年度）20

・公⽴病院の役割・機能の最適化と連携の強化
・医師・看護師等の確保と働き方改革
・新興感染症の感染拡大等に備えた平時からの取組
・経営の効率化等



21 東松山市立市民病院の今後の方向性（中期ビジョン）

３. 感染症医療体制の拡充（政策医療）

1. 救急医療体制の強化（政策医療）

２. 高度専門医療体制の強化（地域に不足する医療）

4. 医療と介護の連携推進（地域の高齢化への対応）

県内でも救急応需率が最低⽔準にある⽐企地区の中で、今後、市⺠病院が積極的な役割を果たすため、救急
医療にかかる人員や設備などの体制の強化を図ります。将来的には救急専⾨部署の設置を⽬指します。

⽐企地区唯⼀の感染症指定医療機関として、早急に⽼朽化した感染症病床を再整備し、併せて必要な人員の
確保と感染症に精通したスタッフの育成を図ることで、新興感染症の拡大にも対応できる体制を確保します。

神経内科・脳神経外科・放射線科の体制強化を図ると同時に、⾎管撮影装置をはじめとする医療機器の更新
を⾏い、神経難病や急性期脳⾎管障害等の疾患に対応できる環境を整備します。

今後増加が⾒込まれる⾼齢者の⼊院加療や、在宅患者の急性増悪に対応できる体制を強化します。併せて、
地域の⾼齢者施設や回復期病院等との顔の⾒える関係づくりを進め、医療と介護の連携を推進します。


